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本実験では数十mg程度の小さな試料の熱容量を熱緩和法によって測定する方法を開発した｡

熱浴の中に熱交換ガスをっめ,試料はその中空につるされている｡試料に熱量Qを光によって

定常的に供給すると試料の温度は指数関数型に上昇するoそのときの緩和時間丁と飽和値ATm

とから熱容量は決められる｡すなわち,熱容量Cは次式のように表わされる｡

C-QT/ATm
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Qは標準試料を用いて決められる｡実験ははじめ標準試料を置き換えて行ったが,のちにこっ

の試料を並べて測定する比較法を開発した｡ 後者の測定法により,簡便に熱容量を測定できる

ようになった｡この実験の結果,2%以内の精度で熱容量を求めることができることがわかっ

た｡

2.アモルファス金属の電子状態密度

坂 田 克 己

摂動結晶モデルを用いアモルファス金属の電子状態密度を計算した｡すなわちアモルファス

金属の構造上の特徴の一部を.FCC構造からの乱れとして表わし,構造の乱れの影響を電子の

ノ､ミルトニアン-の摂動として扱った｡ このハミル トニアンから原子の配位について平均され

たモーメントを求め,モーメント法により電子状態密度を計算した｡この際原子間距離のゆら

ぎ<AZ>および角度のゆらぎ<∂2>を表 わす二つのパラメーターを取り,これらの変化に対す

る電子状態密度の変化を調べたo<A2>を大きくしてゆくと電子状態密度のピークが下がり,

バンド幅が広がること,<∂2>を大きくしてゆくとピークが下がり,谷の所が持ち上がり,バ

ンド幅が狭くなってゆくこと,またこれ ら二つのゆらぎによりバンド中央部が高エネルギー側

-移ってゆくことがわかった｡

3.超高真空反射電子回折装置の試作および

SiC上に成長するAg粒子の観察

岩 井 利 二

電子回折による固体表面の研究には長い間LEEDの手法が用いられてきたが,近年RHEED

の利点が認識され,この方法による研究がさかんになってきた｡今回電界放射型電子銃を備え

た超高真空RHEED装置 (-10~10Torr)を試作し,結晶表面からの反射回折図形を得た｡

これとは別に,従来の回折装置 (-10~5Torr)を反射回折装置として用い, SiC 自然面お

よびこの面上に成長するAg粒子の観察を行なった｡その結果,反射回折における菊池パター

ンの振舞および表面波共鳴による回折図形の異常について検討を加えた｡また一部の自然面に
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